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 祝 古事記成立 1300 年  

（ＩＴＣ 東葛クラブ 2012 年 11 月 7 日（水） 柏市勤労会館） 
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１．古事記が成立した頃の日本 

（１）当時の政治動向 

資料 1．年表 

時代 西暦 できごと 

大和 562 任那が新羅に滅ぼされる 

飛鳥 593 

645 

 

659 

663 

 

672 

 

689 

692 

697 

701 

聖徳太子が推古天皇の摂政に→隋に国書 

乙巳
い っ し

の変：中大兄皇子・中臣鎌足が蘇我本宗家（蝦夷、 

入鹿）を滅ぼす 

出雲大社の造営？ 

白
はく

村江
すきのえ

の戦い：百済の救援に向かい、唐・新羅連合軍に 

敗北 

壬申
じんしん

の乱：大海人皇子が大友皇子を倒す 

→大海人皇子は天武天皇として即位 

飛鳥浄
きよ

御原令
みはらりょう

 

伊勢神宮の造営？ 

持統天皇譲位 → 文武天皇即位 

大宝律令 

奈良 710 

718 

724 

平城京遷都 

養老律令 

聖武天皇即位 

 

（２）古事記の概要 

資料 2．古事記、日本書紀、出雲風土記 

 古事記（712 年） 日本書紀（720 年）  出雲風土記（733 年） 

編者 稗田阿礼、太安万侶 

 

舎人親王ほか  出雲国造 

表記 漢文ではあるが、日本

語的な表現含む 

漢文  漢文 

収録 

年代 

推古天皇まで 

※出雲神話あり 

持統天皇まで 

※出雲神話なし 

 ＜内容＞地名、産物、

土地の肥沃、古伝承等 

性格 天皇家の私史 

 

海外向けの正史 

 

 他の風土記と比べて天

皇関連の記事が少ない 
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２．伊勢神宮 

（１）伊勢神宮といえば？ 

資料 3．（        ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4．（          ）による伊勢神宮賞讃の言葉 

 

 

 

 

 

 

資料 5．伊勢と太陽 

＜夫婦岩＞          ＜宇治橋に立つ鳥居＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の文化が世界のあらゆる民族に寄与したところのものに対して、多少なりとも

心を動かされる人は、親しく伊勢に詣でねばならない。そこにはこの文化のあらゆる

特質が一つに結晶しており、それゆえに単なる国民的聖地より以上の何ものかが見出

されるのである。 

 外宮を持った伊勢は － 一言にして言えば － そもそも建築術の神殿であるのだ。 
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（２）伊勢神宮の核心 

資料 6．日本の神の系譜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料 7．歴代天皇（第 33～46 代）             カッコ内は在位 

33  推古（592～628） 38  天智（668～671） 43  元明（707～715） 

34  舒明（629～641） 39  弘文（671～672） 44  元正（715～724） 

35  皇極（642～645） 40  天武（673～686） 45  聖武（724～749） 

36  孝徳（645～654） 41  持統（690～697） 46  孝謙（749～758） 

37  斉明（655～661） 42  文武（697～707）      ※赤字は女性 

 

別
こと

天津
あ ま つ

神
かみ

 

国津
く に つ

神
かみ

 

天津
あ ま つ

神
かみ
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資料 8．豊受大神エピソード      資料 9． 天の羽衣伝説 

雄略天皇（第 21 代）の時代に、天照大神 

が夢に現れ、宣託を下す。 

 

 

 

 

 

 

 ↓ 

豊受大神が外宮に祀られる 

 

『止
と

由
ゆ

気
け

宮
ぐう

儀式帳』(804 年)より 

 

資料 10．持統天皇の和歌            資料 11．天孫降臨と持統・藤原体制 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「吾れ一所のみ坐せばいと苦し。しか

のみならず大御饌も安く聞こしめさ

ず坐すが故に、丹波国比治の真名井に

坐す我が御饌都神、等
と

由
よう

気
けの

大神
おおかみ

を我許

に欲す。」 

 

昔、比治山の山頂に真奈井という泉があ

り、八人の天女が水浴していた。これを見

た老夫婦は、一人の羽衣を隠してしまう。 
 

天に帰れなくなった天女は、羽衣と引き換

えに老夫婦の娘となり、一緒に暮らすこと

にした。天女は一杯飲むと万病が治るとい

う酒をつくり、家は大変豊かになった。 
 

しかし、老夫婦はやがて娘を疎んじるよう

になり、家から追い出してしまう。天女は

嘆き悲しみながら丹後をさまよい、奈具の

村へとたどり着き鎮座した。この天女が

豊宇賀能売
と よ う か の め の

命
みこと

であるという。 

『丹後国風土記』逸文より 

春
す
ぎ
て 

夏
来
に
け
ら
し 

白
妙
の  

衣
ほ
す
て
ふ 

天
の
香
具
山 

『新
古
今
和
歌
集
』 

『百
人
一
首
』 

天
照
大
御
神 

天
之

あ
ま
の
お

忍 し
ほ

穂 み
み

耳 の
み

命 こ
と 

瓊
瓊

に

に

ぎ

杵 の
み

尊 こ
と 

高
見
産

た

か

み

む

巣 す

照 ひ

日 の
み

神 こ
と 

娘 

藤
原
不
比
等 

持
統
天
皇 

宮
子 

文
武
天
皇 

聖
武
天
皇 
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資料 12．皇位継承の系図（第 38～46 代） 

 

中大兄皇子               中臣（藤原）鎌足   

（天智天皇 38）   

 

 

 

大友皇子     天武天皇 40     持統天皇 41        藤原不比等 

（弘文天皇 39） 

壬申の乱（672 年） 

 

 

 

舎人皇子  大津皇子  高市皇子   

 

 

元明天皇 43              草壁皇子 

（皇太子になったものの即位せず） 

 

 

元正天皇 44  文武天皇 42            宮子 

 

 

 

聖武天皇 45      光明子 

 

 

 

孝謙天皇 46 

（称徳天皇 48） 

 

  

 

乙巳の変（645 年） 
における協力関係 

藤原・持統体制 
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３．出雲大社 

（１）出雲大社といえば？ 

資料 13．（       ）ランチ     資料 14-A．出雲神話その１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 14-B．出雲神話 その２         資料 15．最古の和歌 

 

 

  

 

 

 

八
雲
立
つ 

出
雲
八
重
垣 

妻
ご
み
に 

 

八
重
垣
作
る 

そ
の
八
重
垣
を 

（  
 

 
 

 
 

 
 

） 

『古
事
記
』 

『日
本
書
紀
』 
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（２）出雲大社の核心 

資料 16．『口遊
くちずさみ

』                資料 17．雲太・和二・京三 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 19．出雲大社の復元予想図 

 

 

 

 

 

資料 18．金輪
かなわの

造営図
ぞ う え い ず

               

 

 

 

資料 20．心御柱発掘の報道記事 
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資料 21．出雲大社本殿平面図 

 

 

   別
こと

天津
あ ま つ

神
かみ

 

   (南向き) 

    ※P4 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．伊勢神宮と出雲大社 

（１）対照的な伊勢神宮と出雲大社 

資料 22．西行法師の和歌      資料 23．（      ）氏の言葉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大国主命(西向き) 

何
事
の 

お
は
し
ま
す
か
は 

知
ら
ね
ど
も 

 
 
 
 
 
 
 
 

か
た
じ
け
な
さ
に 

涙
こ
ぼ
る
る 

（伊
勢
神
宮
に
て
） 

『異
本
山
家
集
』 

 

「
分
厚
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
。
千
木
を
て
っ
ぺ
ん
に
、
ぶ
す

り
と
太
々
と
し
た
柱
を
地
上
に
突
き
た
て
て
い
る

た
く
ま
し
い
ハ
リ
を
組
み
上
げ
、
荘
重
で
い
な
が
ら

空
間
的
な
切
れ
味
。
日
本
の
過
去
の
建
築
物
で
、

こ
れ
ほ
ど
私
を
ひ
き
つ
け
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
こ

の
野
蛮
な
す
ご
み
、
迫
力
、
お
そ
ら
く
日
本
建
築

美
の
最
高
表
現
で
あ
ろ
う
。
」 『出

雲
大
社
の
本
殿
』 
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資料 24．古事記の世界観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 25-A．高天原遥拝所       資料 25-B．黄泉
よ も つ

比良坂
ひ ら さ か

 

（黄泉の国への入口）                    

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎県西臼杵郡高千穂町          島根県松江市東出雲町 

 

高天原（天津神の世界、空の上） 

 

 

 

 

常世の国（不老不死などと 
結びつく理想郷、海の果て) 

葦原の中国＝大八州 

（国津神、日本列島） 

 

 

高千穂         出雲 

 

 

 

 
黄泉の国・根の国（死者・穢れの世界、地下） 
※両者を区別する見方もあり 

 

 

  

海 海 
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（２）伊勢神宮と出雲大社の深いつながり 

資料 26．皇室と出雲国造家の御系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出所＞出雲大社社務所『出雲大社由緒略記』P5 

＜注記＞現在は第 84 代「千家尊祐」（2002 年～） 
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